
　

出
雲
市
で
は
、
現
在
、
中
国
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
韓
国
出
身

の
４
人
の
国
際
交
流
員
が
活
躍
し
て
い

ま
す
（
左
表
に
紹
介
）。

　

国
際
交
流
員
は
、
国
際
交
流
や
国
際

理
解
教
育
の
場
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
の
国
際
化
を
進
展
さ
せ
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国

際
交
流
団
体
や
学
校
、
コ
ミ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
出
か
け
た
り
、
自
国
の
文
化
に
つ
い

て
紹
介
す
る
活
動
や
語
学
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
（
５
月
に
開
催
予
定
の
講
座

は
下
記
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
地
域
の
行
事
な
ど
に
講
師

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
国
際
交
流
課
（
℡
㉑

６
５
７
６
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　私は“トキ”の故郷中国漢
中市から来ました。交流員2年
目として、引き続きたくさんの
市民の方々と交流し、中国文化
を紹介します。また、日本の文
化も体験し、日中間の相互理
解が深まるよう努力していき
たいと思います。

（1）アイルランドの生活習慣を知る
　マーク国際交流員が故郷アイルランドの伝統行事
や習慣などを紹介します。
●と　　き／5月21日（土）10時～12時
●申込期限／5月19日（木）
●参加無料

（2）「シェパーズ・パイ」の料理実習
　アイルランドの伝統的な昼食のメニュー「シェパーズ・
パイ」を、マーク国際交流員と一緒に作り、味わいます。
●と　　き／5月22日（日）11時～14時
●申込期限／5月16日（月）
●材 料 費／900円

● 
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大
ダ ー ジ ャ ハ オ

家好、
ニ ー メ ン ハ オ

好
－みなさんこんにちは

彭
ほう

  艶
えん

麗
れい

（中国出身）

　共に美しい海と砂浜をもつ
カラヨキ市と多伎町は、平成
15年から姉妹都市として様々
な分野の交流を進めてきまし
た。今後は、多くのみなさん
と出会い、交流の輪が更に広
がることを期待しています。

H
ハ ウ ス カ

auska  t
ト ゥ ト ゥ ス ト ア

utustua
－どうぞよろしくお願いします

H
ヘ イ デ ィ

EIDI  K
カ ー リ ア ラ

ÄÄRIÄLÄ
（フィンランド出身）

　2002FIFAワールドカップの
アイルランド代表チームの出雲キ
ャンプを契機に始まったアイルラ
ンドと出雲市の深い友情の絆。皆
さんの努力のお陰で、両国の距離
が急速に近くなった気がします。
今後も、市民の皆さんと交流をし
ながら、国際理解を深め、楽しく
仕事をしていきたいと思います。

D
デ ィ ア

ía  d
グ イ ッ ト

uit
－こんにちは！

M
マ ー ク

ark  M
マ ケ ヴ ォ イ

cEvoy
（アイルランド出身）

　出雲市に来て2年目を迎えま
した。合併して、新しいまちに
なり、これまで以上に国際交流
の機会が増えると思います。こ
れまでの経験を基に、がんばり
ますので、よろしくお願いしま
す。皆さんのご要望やご意見を
いろいろ聞かせてください。

ア ン ニ ョ ン ハ セ ヨ

－こんにちは

李
い

  允
ゆん

正
じょん

（韓国出身）

－

市
の
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す

国際交流員文化探訪講座
参加者募集

ところ　出雲国際交流プラザ（平成町）
★申し込み・おたずねもこちらへ★
TEL 21－5588、FAX 25－2516

Eメール：kokusai-plaza@local.city.izumo.shimane.jp

鰐淵小学校前（河下町） 
わに ぶち かわ しも 

　3月31日、鰐淵小学校前の唐川川で、魚の
通り道「魚道」の完成を祝う式と、サケの遡上
を願う祈願祭が行われ、児童がサケの稚魚
300匹あまりを放流しました。 
　この稚魚は昨年の秋、唐川川を遡上してき
たメス2匹と、神戸川漁協から譲り受けたオ
スを使って、学校の理科室で人工授精させ、
子どもたちが自分たちで5ｃｍほどになるまで
育てたものです。 
　鰐淵小学校では、ふるさとの川をきれいに
しようと、平成4年度からサケの飼育・放流
活動などに取り組んでおり、このところ毎年

3～9匹のサケが戻ってくるようになりました。
この日放した稚魚は、順調にいけば4年後に
サケとなって戻ってきます。 

3月31
日 

「大きくなって、帰ってきてね」。児童が300匹あまりのサケの 
稚魚を放流しました 

出雲ドーム（矢野町） 
3月26・2

7日 

たくさんの商品の中から、 
思い思いの品を選ぶ来場者 

職人さんの鮮やかな手さばきから、 
次々に色とりどりの和菓子が作り 
出されます 

▲
 

から かわ がわ 

そじょう 

　新「出雲市」の誕生を記念して、出雲圏域の
おいしいものを一堂に集めた「出雲ブランド“食
の祭典”」が3月26・27日の2日間行われました。 
会場となった出雲ドームには、そば、お茶、ワ
カメなど地元の特産品を販売するブースや、そ

の場で味わえるコーナーなどが
設けられ、2日間で約18,500人
の来場者がありました。 
　また、和菓子教室やそば打ち
体験もあり、出雲の食文化に触
れることのできるイベントとな
りました。 
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